
会議録要旨                     

(1) 会議の名称 第１回 越前市産学官金連携ネットワーク有識者会議 

(2) 開催日時 令和２年９月１７日（木曜日）午後１時３０分～午後３時 

(3) 開催場所 市民プラザたけふ 大会議室１ 

(4) 出席委員氏名 

南保勝委員、松井栄樹委員、澤田祥人委員、平野雅之委員、 

内藤敏一委員、山本雅己委員、平岡誠委員、小泉陽一委員 

【オブザーバー】 

武生商工会議所 中小企業相談所 坂下所長、越前市商工会 三好次長 

(5) 欠席委員氏名 白﨑弘康委員、佐々木淑均委員 

(6) 出席所管課職員職氏名 

産業政策課 課長 諸山陽一、副課長 山口雅弘、 

産業の森グループ グループリーダー 橋本康央、 

産業の森グループ 谷本佳嗣、石田卓也、清水真名 

(7) 会議議題 

・市産業活性化プラン改定に基づく具体的施策について 

・新型コロナの影響に対する今後の対策について 

・オープンイノベーション推進ビジョン策定及び南越駅周辺先端産業ゾ

ーンイメージ図作成について(進捗報告) 

(8) 傍聴者の数 １人 

(9) 会議資料の名称 

・令和２年度事業体系図（資料１） 

・市産業活性化プランに基づく事業進捗状況（資料２） 

・新型コロナ対策事業 一覧表（資料３） 

・オープンイノベーション推進ビジョン 策定進捗状況（資料４）、他 

(10) 会議の内容の要旨 

・座長を選出（南保委員を選出） 

・市産業活性化プラン改定に基づく具体的施策の進捗状況、新型コロナ

対策の実施状況、オープンイノベーション推進ビジョン策定等の進捗に

ついて事務局から説明。 

また、南保座長から「福井県企業のコロナ渦での事業活動に関する緊

急調査」の調査結果について説明。 

（主な意見） 

-各支援機関とも新型コロナ支援の対応に追われたが、単独機関では

支援に限界があるため、行政、金融機関など複数機関が連携し、手厚

く支援体制を整えることが重要である。 

-補助金等のメニューの充実だけでなく、幅広く支援を受けられるよ

う、利用しやすい環境を作ることが重要である（短期的課題）。 

-各機関が連携し企業の生産性を高める支援をすべきではないか(長

期的課題)。オープンイノベーションの推進は、コロナ後の中小企業

の存続にも有効であり、県内産業を牽引することにもつながる。 

(11) その他 ― 

 


